
PC絶縁工法における
オープン目地実現による
魅力的品質の追求

サークル名 step by step

会社名 株式会社 瀬口タイル

活動現場 Walkプロジェクト新築工事

活動期間 2022年1月～継続中 計60回

活動
メンバー

外村 堀内 中津川 瀬口【瀬口タイル】
横山 松井 川村 本橋【LIXIL】

酒井 黒野 山口 横尾【翠興産:PC工場】
太田 桑原 古賀【ｵﾘｵﾝｾﾗﾐｯｸ:PCパック工場】

工藤 松本【現場】 計17名



工事概要 「博多駅前のシンボルとして長年親しまれてきた西日本シティ銀行本店の建替工事」

工 事 名 称 ：Ｗａｌｋプロジェクト新築工事

工 事 場 所 ：福岡市博多区博多駅前3丁目1番

発 注 者 ：特定目的会社 Ｗａｌｋ

設 計 ：日建設計 株式会社

工 期 ：2021年12月28日～2025年 5月31日

用 途 ：銀行

構 造 ・ 階 数 ：ＳRC+S造 地下4階 地上14階

■外壁タイル工事概要 ■ずらし目地PC（大判長尺タイル）

施 工 会 社 ：株式会社 瀬口タイル

タイル工期 ：2023年 8月1日～ 2024年 9月30日（予定）

工 事 内 容 ：タイルPC打込：PC絶縁工法
（PCパック仕様：遅延フィルム+膨張目地）

数 量 ：5,918㎡（PCパネル数=1,055枚）

仕 様 ：200×900角テラコッタタイル
設計イメージ現場（スウェーデン ストックホルム）
【デンマークを代表する世界的建築事務所3XNによる設計】

インド砂岩の独特の質感と色が太陽の光や雨などで表情を
変えるデザイン『都市の彫刻』【磯﨑新氏による設計】
→『周辺のガラス張りと同じビルにはしないで欲しい』

国内初②

国内初①
国内初③



初めてのPC絶縁工法に対し、標準図を鵜呑みにすることなく、事柄を

客観的に捉えて、工夫や改善できる点を見つけ、自ら検証し、高品質を確保
しつつ生産性向上に繋げたい。そして、従来タイル工法の定期検査の義務を
負わないPC絶縁工法により、タイルの需要拡大を目指したい。

タイルPC
パネル

設計コンセプト
■奥行(傾き)4パターン
■パネル幅3パターン

タイルPCパネル建込

テーマ選定の理由 魅力的品質＝『安く』『早く』『安全に』と『その出来栄え（高品質）』

21



タイル裏面に金物を固定し、工場においてコンクリートを
打設する際に当該金物の一部をコンクリート内に埋設させた
ものであって、金物部分以外のタイル裏面とコンクリート面
の間が絶縁されている工法 【国土交通省】

現状の把握1 PC絶縁工法の原理(本質)を掴み、客観的に事柄を把握する

3/3パネル→669枚

1/3パネル→228枚

2/3パネル→158枚

1 2 各パネル数把握
【合計 1,055枚】

全て必要・・正しいと思い込まないPC絶縁工法の定義【建築仕様書】

PC絶縁工法標準図【LIXIL】



現状の把握2 PC絶縁工法手順と施工分担→BIM図で作成し、より具体的に把握する

➀タイル製造・加工 ②PCパック加工 ③絶縁材塗布・シアコネクター取付

➃タイル並べ ➄防水シール処理 ⑥1次シール処理

モレーヌ膨張目地
→ノロ漏れの防止

遅延フイルム
→傷やノロ汚れの防止

パック加工したことで、タイル割通り
かつ、仮目地材の配置も同時に行える

防水シール
→コンクリートとタイルを絶縁

1次シール
→脱型後、PC板を立てて施工

裏面
裏面

裏面

表面

表面裏面

ダボ穴加工

カット加工

シアコネクター取付

絶縁体塗布

【LIXIL工事】 【PCパック工事】 【PC工事】

【PC工事】

【PC工事】【PC工事】

コンクリート打設

裏面

S6
パック番号



■タイルPC分科会開催
（第2,4月曜日午後3～5時）

■社内検討会実施
(その都度～週2,3回)

化粧用途としてのシール 防水シールの不具合 設計デザイン意向

■LIXIL品質技術部見解

→性能上、問題なし

■防水シールのはみ出しや引っ付き

→改善策を全員で検討

■テラコッタ素材感を深目地で表現

→オープン目地の実現
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現状の把握3 オープン目地（1次シール無し）への追い風

これまでは、1次シールを
打つことではみ出しを処理

自ら検証し
実証すれば
実現できる

現場

翠興産

ｵﾘｵﾝｾﾗﾐｯｸLIXIL

瀬口タイル

■タイルPC分科会 ■社内検討会



3 工期短縮

■1次シール施工状況

1 出来栄え（意匠）向上

オープン目地の実現
(1次シール無し)

2 品質の維持・向上

全ての試験の合格
(実証試験・引張強度試験・暴露試験)

■設計目地意匠

タイル厚の陰影を出したい

目標の設定 要因の解析（省略）

シール工事の中止
(5人/日×150日：PC工場へ出張施工)

施工が難しく、養生も大変

■タイル製品検査

色調検査他



対策の検討と実施1 自社による検証（コンクリート厚=30mm）試験の実施

オープン目地検証試験（防水シールとモレーヌ膨張目地の性能も合わせて検証）

A案：設計意向
（一般仮目地材のみ）

B案
(モレーヌ膨張目地+防水シール)

C案
(改良モレーヌ膨張目地+防水シール)

試験体

試験
状況

試験
結果

ノロ漏れ

モレーヌ膨張目地
の吸水材残り

防水シール面良好
ノロ漏れ無し

防水シール面良好
ノロ漏れ無し

モレーヌ膨張目地
の上にテープ貼

モレーヌ膨張目地
の吸水材残り

シール引っ付き防止

2022.2.12(土)開始

タイル厚み分深く

1



対策の検討と実施2 仮目地材の選定

追加試験（モレーヌ膨張目地を変更）

D案
（一般仮目地材+防水シール）

試験体

試験
状況

仮説
考察

オープン目地は出来る
（防水シールがノロ漏れを防いでおり、
モレーヌ膨張目地は必須ではない）

検証試験（PCパック工場での検証）

ﾒｰｶｰ イノアック 三和化工 陽明化成

製品名 PEライト サンペルカ サイプルR

試験体

試験
状況

試験
結果 １ ２ ３

仮説
考察

オープン目地は出来る
（発砲率の違う(硬い・柔らかい)
仮目地材でより更なる検証）

防水シール面良好
ノロ漏れ無し

イノアック PEライト

スムーズに剥がれる

市販購入
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対策の検討と実施3 PC工場における実証試験の検討と準備

1 試験概要 2 検証試験PC図面
翠興産 瀬口タイル オリオンセラミック

PC図面 タイル割付図 PCパック図

①
発砲率(硬い・柔ら
かい)の違う仮目地
材を検証する

② 仮目地材の除去手順
を検証する

③
タイルの形状精度
(反り、むくり、割
れ)の確認をする

④
シアコネクターの取
付手順(施工性)を検
証する

（目的）



3 試験実施状況

裏面処理 タイル並べ 防水シール処理 フィルム除去

4 仮目地材選定

硬い(8倍発砲)仮目地材 柔らかい(15倍発砲)仮目地材

予想に反し、付着が強く、ス
ムーズに除去できない。

防水シールを引っ張ることなく
スムーズに除去できた。

関係各位から仮承認

採用不採用

対策の検討と実施4 PC工場における実証試験の実施

仕上がり 防水シールはみ出し

ノロ漏れもなく、表面の仕上が
りも良好である。【約95％】

長尺方向のそりの隙間からはみ
出しが見られた。【約5％】

2022.10.4(火)～17(月)

5 試験結果



対策の検討と実施5 引張試験（耐風圧強度試験検討）の実施

試験
名称 シアコネクター+コンクリート打込み引張試験

試験
方法

①試験体周囲をPC躯体まで切断 ②アタッチメントに接着剤塗布

③試験体にアタッチメント取付 ④引張試験器を設置

試験体

タイル：テラコッタタイル 150×797×23
留付金物：シアコネクター
裏面処理材：エポソフトF NA-14KF
PCコンクリート：普通コンクリート

試験器 簡易型引張試験器【日本建築仕上学会認定品】
（テクノテスターR-20000ND）

1 試験要領 2 試験結果

2022.11.4(金)

試験
結果

破壊
荷重

平均破壊荷重 13,685N（コーン状破壊）
（9試験体：10,960～15,070N）

判定
基準

タイル破壊荷重が279N以上を合格とする
（LIXIL品質技術部検討基準値:補足資料1参照）

全て合格

強度上、問題なし



タイル配置確認 防水シール処理 コンクリート打設 フィルム除去 仮目地材除去

1カ月経過（3/22） 2カ月経過（4/21） 3カ月経過（5/22）

4カ月経過（6/22） 5カ月経過（7/22） 6カ月経過（8/22）

対策の検討と実施6 ミニチュア試験体を製作し、暴露（汚れ･メンテナンス）試験の実施

オープン目地再製作 ■施工手順と施工ポイントの確認

水シミ・乾燥ムラなし

正しく配置されているか？ 正しく充填されているか？ 養生期間は適正か？ シールは硬化しているか？ノロ漏れはないか？

雨天

試験開始13:09→完全乾燥13:16

1 経過観察試験 2 乾燥試験

晴天／南向き
放水時間（約10分）
乾燥時間（約7分）

再

晴天

時短アプリの利用

曇天

曇天

計画通り完成

汚れなし

晴天

2023.2.22(水)試験開始

晴天



■仕上がり状況

良好【95％】

はみ出し【5％】

タイルそり不具合 磁器質タイル提案 Lクリップ工法 PCパック工具 メンテナンス 特殊面状タイル

形状精度改善 コストダウン検討 クリップ取付検証 施工変更対応 洗浄方法検証 デザイン検討

（その他の提案･活動と効果）

シアコネクター取付用

効果の確認

タイルの形状精度改善
（試作３回目）

3

■管理・除去・補修がＰＣ工事に発生
→追加費用はシール工事費用から支払い

1 オープン目地の実現達成 2 全ての試験合格達成

工期短縮

シール工事の中止
(約150日工程短縮)



PC絶縁オープン目地仕様 ICTの活用と推進 BIMの活用と定着

■水平展開【多くの方に広めたい】 ■オンラインリモート検査

■提出資料のプレゼン(データ)化
→パワーポイント等による説明

■デジタルモックアップ【効果絶大】

■タイル納まり図

標準化と管理の定着
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現状

改善
(カット)

乾式工法概略図

PC工場検査

仮目地材 裏面処理材 防水シール

イノアック
P･EｰライトZ

ハマタイト
YN-95（ブラック）

ハマタイト
エポソフトF NA-14KF

オープン目地



反省と今後の課題

ご清聴ありがとうございました

職人不足や担い手問題を抱えるタイル業界にとって、PC絶縁工法は希望です。
その意味からも、PC絶縁工法オープン目地仕様の確立は、タイルのデザイン性の
再認識に繋がり、今後多くの方に広めていきたいと思います。



補足資料1 ■LIXIL品質技術部による耐風圧強度検討、及び、シアコネクター単体引張試験



補足資料2 ■将来の展望（PC絶縁工法により大判タイルの高層施工が可能）とBIMの活用

海外（タイルデザイン張）

将来（超大判タイル張）

WALKプロジェクト BIM図

現在（1階エントランス廻り）
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